
 
―

―

「

憲

法

改

正

が

で

き

ず

、

も

が

い

て

い

る

」

―

―

 

「

法

相

発

言

」

と

「

周

辺

事

態

措

置

法

案

」

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の

行

く

え

？

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

―

―

日

本

の

平

和

も

、
経

済

も

、
浜

松

も

Ｓ

Ｏ

Ｓ

！

 

◆

昨

年

は

暗

闇

だ

っ

た

。

汚

職

、

背

任

、

毒

殺

、

倒

産

、

失

業

…

。

 

 

「

せ

め

て

今

年

は

！

」

と

願

っ

た

の

も

つ

か

の

間

、

憲

法

を

率

先

し

て

尊

重

す

べ

き

中

村

正

 

三

郎

法

務

大

臣

が

、

新

年

早

々

、

軍

隊

を

持

た

な

い

と

定

め

た

憲

法

第

九

条

が

あ

る

た

め

、

 

「

改

正

で

き

ず

、

も

が

い

て

い

る

」

と

い

う

恐

ろ

し

い

発

言

を

し

た

。

こ

れ

は

、

軍

隊

を

持

 

つ

た

め
「

改

憲

し

た

く

て

、
も

が

く

ほ

ど

だ

」
と

い

う

意

味

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

 

 

◆

大

臣

を

は

じ

め

、

公

務

員

は

「

憲

法

擁

護

の

義

務

（

同

第

九

九

条

）
」

を

負

っ

て

い

る

。

そ

 

の

法

の

番

人

の

長

で

あ

る

べ

き

法

相

が

、

真

っ

先

に

違

憲

発

言

を

す

る

と

は

、

法

感

覚

が

な

 

い

ど

こ

ろ

で

は

な

い

。
「

軍

隊

を

も

て

な

い

で

、

も

が

い

て

い

る

」

と

は

ウ

ソ

も

大

ウ

ソ

。

 
 

自

衛

隊

が

違

憲

で

あ

る

こ

と

は

百

も

承

知

で

、
堂

々

と

世

界

有

数

の
「

軍

隊
（

自

衛

隊

）
」 

を

持

っ

て

い

る

で

は

な

い

か

。
と

す

れ

ば

、
彼

ら

は

自

衛

隊

を

合

憲

と

す

る

た

め

に

、
も

が

 

く

ほ

ど

改

憲

を

し

た

い

の

だ

！

 

 
 

そ

の

自

衛

隊

を

戦

争

に

引

き

出

そ

う

と

い

う

の

が

、
「

日

・

米

安

保

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

」 

で

あ

り

、
そ

の

合

法

化

が
「

周

辺

事

態

措

置

法

案

」
で

あ

る

。
法

相

発

言

の

真

の

ね

ら

い

も

、

 

こ

こ

に

あ

る

の

で

は

な

い

か

。

 

 

◆

「

周

辺

事

態

措

置

法

案

」

と

は

、

広

範

な

ア

ジ

ア

・

太

平

洋

地

域

で

、

米

軍

が

戦

争

を

始

め

 

た

場

合

、

自

動

的

に

、

日

本

が

「

後

方

支

援

」

と

い

う

名

の

戦

争

協

力

を

引

き

受

け

る

た

め

 

の
「

戦

争

準

備

法

案

」
で

あ

る

。
自

民

と

自

由

両

党

の

連

立

政

権

の

真

の

ね

ら

い

も

、

こ

の

 

法

案

を

何

が

何

で

も

通

過

さ

せ

る

た

め

の

、

な

り

ふ

り

構

わ

ぬ

画

策

と

思

わ

れ

る

。

 

 

◆

今

年

も

、

日

本

経

済

の

大

ピ

ン

チ

は

続

く

だ

ろ

う

。

米

国

の

昨

年

の

財

政

は

、

八

兆

円

余

の

 

黒

字

だ

と

い

う

の

に

、

日

本

の

今

年

の

予

算

は

、

財

政

赤

字

（

国

債

＝

借

金

）

三

一

兆

円

 
 

（

返

済

予

定

で

、
返

せ

ず

借

り

換

え

る

分

を

加

え

る

と

七

一

兆

円

余

の

借

金

と

な

る

）

を

組

 

み

込

ん

で

い

る

。

そ

し

て

、

今

年

度

末

ま

で

の

赤

字

累

計

は

、

な

ん

と

三

百

二

十

七

兆

円

を

 

超

え

る

見

込

み

だ

と

い

う

。

 

 
 

そ

れ

な

の

に

、

国

民

に

は

減

税

・

商

品

券

と

調

子

の

よ

い

こ

と

を

振

り

ま

く

が

、

実

は

借

 

金

（

国

債

）

で

ま

か

な

う

だ

け

の

話

。

そ

れ

で

景

気

が

ホ

ン

ト

に

良

く

な

る

の

だ

ろ

う

か

？

 
 

そ

ん

な

中

で

、

金

融

関

係

に

、

公

的

資

金

を

大

盤

振

る

舞

い

す

る

の

も

国

債

が

頼

り

と

か

。

 

ま

し

て

不

思

議

な

の

は

、

ボ

ロ

ボ

ロ

の

赤

字

財

政

な

の

に

、

黒

字

の

米

軍

へ

の

「

思

い

や

り

 

予

算

」

に

は

た

っ

ぷ

り

と

…

。

は

て

さ

て

、

日

本

は

植

民

地

か

？

 

 

◆

浜

松

基

地

は

ご

覧

の

通

り

、

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

配

備

、

米

軍

機

緊

急

着

陸

、

米

技

術

者

駐

留

、

ラ

 

イ

ア

ン

大

将

視

察

と

い

う

よ

う

に

、

米

軍

が

い

つ

で

も

使

用

可

能

な

体

制

が

で

き

つ

つ

あ

る

。

 

先

日

、

清

水

港

に

も

、

米

駆

逐

艦

が

や

っ

て

き

た

。

日

本

中

の

港

に

も

…

？

。

 

 
 

ノ

ン

キ

に

し

て

い

る

と

、

気

が

付

い

た

時

に

は

、

戦

争

に

巻

き

込

ま

れ

て

し

ま

っ

て

い

た

、

 

と

い

う

こ

と

に

な

ら

な

け

れ

ば

よ

い

が

…

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

◆

そ

う

な

ら

な

い

た

め

に

、
私

た

ち

は

、
少

数

だ

が

、
平

和

を

心

か

ら

願

い

、
人

権

を

尊

び

、

 

憲

法

に

沿

っ

た

正

し

い

こ

と

を

今

年

も

訴

え

て

歩

き

た

い

。

 



 
 

 
┌
─
─
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─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
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─
─
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─
─
─
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─
─
┐

 

 
 

 
│

 

一

九

九

九

年

一

月

十

日

（

日

）

第

三

八

三

回

・

憲

法

を

守

る

平

和

行

進

 
 

 
 

 
│

 

 
 

 
│

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浜

松

市

憲

法

を

守

る

会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

 
 

 
│

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事

務

局

 

浜

松

市

紺

屋

町

三

〇

一

～

十

五

│
 


